







































Johann Friedrich Franz Burgmüller １）（1806－
1874）が書いたピアノ小品集《25の練習曲25 
Etudes faciles et progressives pour le Piano, 
composées et doigtées expressément pour 















A Study on Piano Teaching Materials for Teacher Education



























































品《 プ レ － ナ ル ボ ン ヌ 夫 人 の 回 転 木 馬

































































Five late works of Liszt : for piano and violin & 
piano』 を ま ず 出 版 し、 そ の 後1969年 に
表１　《プレ－ナルボンヌ夫人の回転木馬》の楽曲構成
小節 調 動機・主題 強弱 演奏表示 テンポ 特徴
第１部 
1 － 16
1 － 9 a:  第１主題､ 愉快な動機の予示､ 滑稽 
 な動機
ff intrepido Allegro
10 － 16 E:  第１主題､ 滑稽な動機 sempre ff 旋律的長音階下行形
第２部 
17 － 28
17 － 20 A:  第２主題（愉快な動機 ･ 滑稽な動機） p giocoso  un poco 
 moderato
21 － 22 ﬁs:  第２主題（愉快な動機 ･ 滑稽な動機）
23 － 25 E:  第２主題（愉快な動機）
25 － 28  第１主題 p ミクソリディア旋法
第３部 
29 － 43
29 － 32 A:  第２主題（愉快な動機 ･ 滑稽な動機） dolcissimo
33 － 35  第２主題（愉快な動機） dim.
36 － 41 a:  第２主題（愉快な動機） più dim.






















































Ⅰ   －   －  －  E：Ⅰ



















る 嬰 ヘ 短 調 に 転 調 し て い る。Christian 


















































































































第 2 主題 第 2 主題

































































第 2 主題の変容 第 2 主題の変容
A：Ⅰ     －   － － －
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1990：69）。Lisztと 同 時 代 に 活 躍 し た 作 曲 家
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注
１）Burgmüllerは、ドイツの作曲家、ピアニストで
ある。1832 年にはパリへ移り住み、歌曲、子供
向けのピアノ練習曲（作品100の他、《12の練習曲》
作品105、《18の練習曲》作品109）、バレエ曲など
を作曲した。
２）Lisztは、ピアノ曲の他にオルガン、管弦楽、歌
曲、合唱曲など膨大な数の作品を作曲した。特に、
生涯にわたってピアノ作品を書いており、その
ジャンルは「練習曲」、「詩的で文学的な作品」、「宗
教的作品」、「舞曲形式の作品」、「様々な国の旋律を
使用した作品」、「自作や他作曲家の作品による編
曲」など多岐にわたる。
― 150 ―
????????????????????
が確定される第２主題が拡大された音型と見なし、
第25小節の１拍目頭「ｅ音」を解決音と捉え、ホ
長調への転調と解釈する。
10）これは「ソ」の旋法、すなわち終止音を「ソ」
と捉えた「G→A→H→C→D→E→F→G」である。
しかし、本論考の第１主題の原型は終止音を「ミ」
と捉えるため、音階は「E→Fis→Gis→A→H→Cis→ 
D→E」となる。同じ旋法は、ピアノ曲集《巡礼
の年第２年イタリア》第７曲〈ダンテを読んで～
ソナタ風幻想曲〉の第２主題にも見出される（舘
岡 2017：27）。このように、リストは教会旋法を
様々な作品に取り入れていることが判る。
11）通常のレッスン時間は、一人当たり10分強であ
る。ただし、５回目はリハーサルも兼ねるため、
一人当たりのレッスン時間は20分強である。
12）作詞は与田凖一、作曲は芥川也寸志である。
1954年、幼児絵雑誌『チャイルドブック』で発表
された（上 2005：159）。
13）作詞は名村宏、作曲は越部信義である。1966年
に作曲され、NHKテレビ〈うたのえほん〉で発
表された（コロムビアミュージックエンタテイメ
ント 2005：５）。
14）作詞は葛原しげる、作曲は梁田貞である。1918 
年、『大正少年唱歌第一集』で発表された（上
2005：282－283）。
15）作詞は小林純一、作曲は細谷一郎である。1951 
年に作曲され、NHKラジオ童謡番組〈うたのお
ばさん〉で発表された（上 2005：379）
